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　ラベルやインクジェットプリンタを利用せず、集合包装用商品コードITFだけで物
流センターを運用する事は非常に難しかった。ITFで商品（ケース）を特定するように
設計したマスターデータおよびオーダデータにより、シュート部で店別・カテゴリー別
仕分けが可能となり、小売業で初めて入荷から出荷までラベル等を使わずに「ITF」
だけでの運用が可能となった。これは、本来、ITFが目指していた使い方であり、ロー
コストオペレーションと省資源化を含む環境対策を実現した。�

　物流センター全体でITFだけでシステム構築することは、非常に大きな技術的チャ
レンジであった。これを実現したことは、日本の流通業の生産性向上と技術革新に
繋がるものと考えられる。�
�
①ローコストオペレーションの実現と省資源化を含む環境対策を図るモデルケース
となる。�
②ITFを本格利用するケースが増えることで、重要性が再認識され、今後のITFの普
及に弾みがつく。�
③目視に頼らないシステムを構築したことで、将来普及するであろうRFID（Auto－ID
構想）へのスムーズな移行に対するモデルになる。�
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（注） 「ITF」と商品が1対1に対応できるように�
 マスターデータが作られている。�
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作業手順�

仕分けテーブル�

1. 作業者がシュート上のケースを
取る。（持ち上げる）�

2. 投入すべきカゴ車（D店用）上部
のランプが点滅する。�

3. 作業者はケースを該当カゴ車に
投入する。�
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